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１．概要（Summary） 

熱電発電技術は持続可能な社会の実現に向けて注目

されている。その中でも磁性体を用いた発電効果（磁気

熱電発電効果）の一つであるスピンゼーベック効果は薄

膜を成膜できるだけで発電することから、低コスト化に期

待されている。スピンゼーベック効果は主に、Y3Fe5O12 な

どの強磁性絶縁体と Pt に代表される重金属薄膜の界面

で生じる現象である。それ故、Y3Fe5O12/Pt の界面状態、

Y3Fe5O12 の質、Pt の膜質が、大きな影響を与える。液相

エピタキシー法と、高周波スパッタ法を用いて作製された

Y3Fe5O12 薄膜を用いて、スピンゼーベック効果を調べた

ところ、液相エピタキシー法の薄膜の方が数倍大きな熱

起電力が発生することが明らかになった。この原因を調べ

るために、液相エピタキシー法と、高周波スパッタ法で作

製された Y3Fe5O12 薄膜の表面状態についてプローブ顕

微鏡を用いて明らかにすることにした。  
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

ナノ物性測定用プローブ顕微鏡システム 
【実験方法】 

ナノ物性測定用プローブ顕微鏡システムの原子間力顕

微鏡モードを用いて、2 種類の手法で作製された

Y3Fe5O12薄膜の表面状態を観察し、ラフネスを調べた。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
FIG.に示すのが測定された原子間力顕微鏡画像で

ある。スパッタ法で作製された薄膜では（FIG. (a)）、
1 µm 程度の微結晶が、20 nm 程度の厚みで析出して

いるのがわかる。一方、液相エピタキシー法で成膜さ

れた薄膜では（FIG. (b)）、1.0 nm 以上の凸凹は観測

されず、清浄な表面が作製できていることがわかる。

ラフネスを求めると、スパッタ法で 2.23 nm、液相エ

ピタキシー法で 0.224 nm であった。原子サイズと同

程度のラフネスが実現していることがわかる。スピン

ゼーベック効果で表れた熱起電力の違いは、この膜質

の差が原因となっていると考えられる。 
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FIG. Atomic force microscopy images of the 
surfaces on Y3Fe5O12 films deposited by the rf 
sputtering (a) and liquid phase epitaxy (b) 
methods. 


